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東
京
電
力
の
「
で
ん
き
予
報
」
で
は
、
予
想
最
大

電
力
が
ピ
ー
ク
時
供
給
力
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の

状
況
を
「
安
定
的
」、
95
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
を
「
や

や
厳
し
い
」、
95
パ
ー
セ
ン
ト
超
を
「
厳
し
い
」、
97

パ
ー
セ
ン
ト
超
を
「
非
常
に
厳
し
い
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ピ
ー
ク
は
２
時
間
ほ
ど
で
、
夜
間
使
用
量

は
ピ
ー
ク
時
の
70
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
。

電
力
事
業
は
、
ピ
ー
ク
時
需
要
に
応
え
る
の
が
宿

命
で
あ
る
。

黎
明
期
の
発
見
と
実
用
化

電
気
の
実
用
化
へ
の
歴
史
は
、
１
８
０
０
年
の
イ

タ
リ
ア
の
ボ
ル
タ
に
よ
る
電
池
の
発
明
か
ら
始
ま

る
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ー
ビ
ー
が
１
８
０
８

年
に
ア
ー
ク
灯
を
、
デ
ー
ビ
ー
の
弟
子
の
フ
ァ
ラ
デ

ー
が
１
８
２
２
年
に
モ
ー
タ
ー
を
、
１
８
３
１
年
に

発
電
機
の
基
本
原
理
を
発
見
し
た
。

ま
た
通
信
は
、
１
８
３
７
年
の
モ
ー
ル
ス
に
よ
る

電
信
の
発
明
、
１
８
７
６
年
の
ベ
ル
に
よ
る
電
話
の

発
明
へ
と
続
く
。

電
力
事
業
の
始
ま
り
は
、
１
８
８
２
年
の
こ
と
で

あ
る
。
エ
ジ
ソ
ン
が
つ
く
っ
た
エ
ジ
ソ
ン
照
明
会
社

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
パ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
発
電
所
か
ら
、
白
熱
電
灯
の
顧
客
へ
電
力

を
供
給
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
典
型
的

な
夜
間
の
ピ
ー
ク
時
需
要
に
応
え
た
も
の
だ
。

ピ
ー
ク
時
需
要
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
電
力
会

社
が
電
力
を
融
通
し
合
う
送
電
網
の
存
在
が
欠
か
せ

な
い
が
、
現
在
で
も
送
電
に
よ
り
電
力
の
約
10
パ
ー

セ
ン
ト
が
失
わ
れ
て
い
る
。

エ
ジ
ソ
ン
社
の
創
業
時
に
も
、
送
電
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
大
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
り
、
エ
ジ
ソ

ン
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
シ
ー
メ
ン
ス
と
い

う
電
気
産
業
を
立
ち
上
げ
た
３
人
と
、
テ
ス
ラ
と
ス

タ
ン
レ
イ
と
い
う
す
ぐ
れ
た
技
術
者
が
か
ら
む
闘
い

が
あ
っ
た
。

送
電
損
失
を
め
ぐ
る

直
流
と
交
流
の
せ
め
ぎ
合
い

エ
ジ
ソ
ン
は
、
顧
客
の
安
全
を
最
優
先
と
し
て
、

１
１
０
ボ
ル
ト
の
低
電
圧
直
流
方
式
を
選
択
し
た

が
、
低
電
圧
で
の
送
電
は
、
送
電
損
失
が
大
き
い
。

遠
距
離
へ
の
送
電
が
困
難
で
、
給
電
範
囲
は
発
電
所

か
ら
約
１
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
に
制
限
さ
れ
、

多
く
の
街
中
発
電
所
が
必
要
と
な
っ
た
。

送
電
線
で
の
損
失
を
少
な
く
す
る
に
は
、
高
電
圧

で
の
送
電
が
よ
い
。
交
流
は
、
変
圧
器
を
用
い
て
容

易
に
電
圧
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
郊
外
に

発
電
所
を
置
き
、
高
電
圧
で
の
遠
距
離
送
電
が
可
能

に
な
る
。

エ
ジ
ソ
ン
の
研
究
所
で
交
流
の
研
究
を
進
め
て
い

た
テ
ス
ラ
は
、
エ
ジ
ソ
ン
の
も
と
を
去
っ
た
。
テ
ス

ラ
を
迎
え
た
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
、
さ
ら
に

変
圧
器
を
開
発
し
た
ス
タ
ン
レ
イ
を
陣
営
に
加
え
、

ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
が
つ
く
っ
た
交
流
発
電
機
を

用
い
て
、
交
流
送
電
の
実
験
に
成
功
。

彼
は
、
瀑
布
の
か
た
わ
ら
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
水
力
発
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技術者からの視点

電
所
を
つ
く
り
、
５
０
０
〜
１
０
０
０
ボ
ル
ト
の
高

電
圧
で
広
範
囲
に
送
電
し
、
需
要
者
に
は
50
ボ
ル
ト

の
交
流
を
供
給
し
た
。

エ
ジ
ソ
ン
の
直
流
と
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス

の
交
流
と
の
競
争
は
過
激
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
競

争
の
記
録
は
、「
電
流
戦
争
」
と
し
て
科
学
技
術
の

歴
史
に
残
っ
て
い
る
。

エ
ジ
ソ
ン
は
、
高
電
圧
で
の
交
流
送
電
を
、
危
険

な
「
死
の
電
流
」
と
呼
び
、
子
ど
も
た
ち
に
小
銭
を

与
え
て
集
め
さ
せ
た
犬
や
猫
を
使
っ
た
公
開
実
験
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
検
討

し
て
い
た
処
刑
用
の
「
電
気
椅
子
」
計
画
に
加
わ
り
、

１
３
０
０
ボ
ル
ト
の
高
電
圧
を
つ
く
る
の
に
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
の
交
流
発
電
機
を
使
っ
て
、
電

気
椅
子
を
「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
椅
子
」、
死

刑
に
処
し
た
こ
と
を
「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
し

たW
estinghoused

」
と
呼
ば
せ
た
。

市
街
電
車
で
も
競
争
が
あ
っ
た
。
交
流
側
が
、
架

空
送
電
の
ト
ロ
リ
ー
を
開
業
す
る
と
、エ
ジ
ソ
ン
は
、

第
３
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
直
流
送
電
方
式
と
し
た
。

や
が
て
、
エ
ジ
ソ
ン
陣
営
の
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
社
（
Ｇ
Ｅ
）
と
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社

が
和
解
し
「
電
流
戦
争
」
は
終
結
。
交
流
送
電
が
主

流
に
な
っ
た
。

電
流
戦
争
後
の
研
究
者
た
ち

米
国
の
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
電
気
電
子
学
会
）
に
は
エ
ジ

ソ
ン
の
名
前
を
冠
し
た
「
エ
ジ
ソ
ン
メ
ダ
ル
」
と
い

う
顕
彰
が
あ
る
。
そ
の
受
賞
者
に
は
、「
交
流
戦
争
」

の
当
事
者
で
あ
っ
た
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
テ

ス
ラ
、
ス
タ
ン
レ
イ
の
名
前
が
あ
る
。

テ
ス
ラ
は
そ
の
後
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社

を
去
り
、
孤
高
の
研
究
者
と
し
て
道
を
歩
ん
だ
。

出
生
の
地
ク
ロ
ア
チ
ア
で
国
民
的
英
雄
で
あ
る
ば

か
り
か
、
父
母
の
母
国
セ
ル
ビ
ア
で
は
、
そ
の
肖
像

が
紙
幣
に
印
刷
さ
れ
て
も
い
る
。
磁
束
密
度
の
国
際

単
位
「
テ
ス
ラ
」
に
も
名
を
残
し
、
医
療
用
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
能
力
は
、
１
〜
１
・
５
テ
ス
ラ
な
ど
と
示
さ
れ
る
。

ス
タ
ン
レ
イ
は
、
そ
の
後
Ｇ
Ｅ
に
参
加
し
た
。

エ
ジ
ソ
ン
メ
ダ
ル
の
初
代
受
賞
者
は
、
研
究
者
で

あ
り
、
起
業
家
で
も
あ
っ
た
エ
リ
フ
・
ト
ム
ソ
ン
で

あ
る
。
ト
ム
ソ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
社
が
、
エ
ジ
ソ

ン
・
Ｇ
Ｅ
と
合
併
し
て
で
き
た
の
が
、
現
在
も
続
く

Ｇ
Ｅ
で
あ
る
。
新
会
社
の
名
称
か
ら
ト
ム
ソ
ン
の
名

前
が
消
え
た
の
で
、
エ
ジ
ソ
ン
も
名
前
を
消
す
こ
と

を
承
知
し
、
こ
の
こ
と
が
「
電
流
戦
争
」
の
決
着
に

影
響
し
た
も
の
と
思
う
。

直
流
を
基
本
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
へ

最
近
、
直
流
送
電
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
難
し

か
っ
た
直
流
の
電
圧
変
換
が
、
半
導
体
技
術
の
進
歩

に
よ
り
克
服
さ
れ
た
た
め
だ
。

一
方
、
交
流
は
、
電
圧
が
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の

あ
い
だ
を
変
動
す
る
の
で
、
同
じ
電
圧
で
は
実
効
電

圧
が
直
流
よ
り
小
さ
い
。
交
流
の
送
電
に
は
電
線
が

３
本
必
要
で
あ
る
が
、
直
流
は
２
本
で
す
む
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
直
流
の
利
点
を
活
か
し
た

長
距
離
幹
線
で
の
超
高
圧
直
流
送
電
が
導
入
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

ま
た
、
交
流
と
異
な
り
、
直
流
は
周
波
数
に
関
係

が
な
い
の
で
、
50
ヘ
ル
ツ
送
電
と
60
ヘ
ル
ツ
送
電
の

境
界
部
で
は
、
高
圧
の
直
流
に
変
換
し
て
電
力
の
融

通
を
行
っ
て
い
る
。

家
庭
用
電
子
機
器
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
電
源
は
直
流
で
あ
り
、
電
池

あ
る
い
は
、
宅
内
の
交
流
配
線
か
ら
Ａ
Ｃ
コ
ン
バ
ー

タ
を
用
い
て
直
流
に
変
換
し
て
い
る
。

空
調
、
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
な
ど
の
イ
ン
バ
ー
タ

制
御
は
、
交
流
を
直
流
に
変
換
し
、
イ
ン
バ
ー
タ
で

直
流
か
ら
交
流
に
再
変
換
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
も
、
電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
方
式

も
直
流
で
あ
る
。

国
際
基
準
設
定
の
攻
防

電
流
の
変
換
に
は
電
力
損
失
を
と
も
な
う
た
め
、

次
世
代
「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
交
直
変
換
の

損
失
を
最
小
に
す
る
、
家
庭
内
配
線
の
直
流
給
電
方

式
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」、「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」、「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」
は
、
既
存
の
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
変
更
を
と
も
な
う
の
で
、
国

際
基
準
設
定
の
激
し
い
攻
防
が
始
ま
っ
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
、
日

本
の
対
応
を
期
待
し
て
い
る
。


